
【展覧会詳細】

会期  ¦  2023 年 3 月 18 日 ( 土 )～ 4 月 2 日 ( 日 )
時間  ¦   12: 00～18:00
休廊日 ¦   3/23・3/30（木曜日定休）
会場  ¦   Gallery Heptagon（ギャラリー・ヘプタゴン）
〒602-8175 京都市上京区下立売智恵光院西入中村町 523
TEL：080-7583-3388　info@heptagonworks.com 　www.heptagonworks.com

近松素子は、関西を中心に精力的に銅版画制作・発表を続けている注目の作家の一人。 
おはじきのような小さなピースの銅版をプレス機のベッドプレートに並べ、
紙を乗せプレスするという独自の方法を用いてイメージを生みだしてきました。
繊細な描写は鉱物や水滴のような自然科学の世界から宇宙までをも連想させ、
鑑賞者の想像力をかき立ててくれます。さらに、やわらかな紙面に写しとられたたくさんの
プレートマークが、紙・銅版・インクの物質感を際立たせます。

本展では出展作品のうち 13 点を掲載したアートブックおよび、エディション作品 11 点を収録した
エディションボックスを刊行いたします。
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近松素子個展「さずかり星々」 開催のご案内
Motoko CHICAMATSU solo exhibition  “sazukari hoshiboshi” 



Artist Statement
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“名前は知らない

暮れ方も知らない

遥か頭上に

瞬くものたち

ただ愛おしくて

手のひらで包む

いつか辿り着けますようにと

願いを込めて”

世の中的にも個人的にも大きな変化のある数年を過ごし、

私は何を持っているのだろうと、ふと手元を見た。

私が今持っているのは全て授かったものばかりで、

とてつもなく大きなものを授かっていて、

それらに対し何ができるのかと問う。

大きなものに対して私の力など小さく、

何かができると思うことがおこがましいほどだ。

本展覧会もできること分の１です。

小さな願いと祈りと反抗と感謝の詰まったできること分の１です。

日々の様々な光りに感謝し、

多くの光りに恵まれますよう願います。
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“glitter candy planets”
エッチング
100×100mm
2023

“ 見上げる夢 ”
エッチング・アクアチント
100×100mm
2023



Pro�le
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＊アートブック「さずかり星々」について
　110mm×11 0mm／作品 13点掲載／全 31ページ／スイス装／限定 150部／価格￥3,520
　印刷・製本／京都　昌幸堂
　撮影／才門香織
　デザイン／ギャラリーヘプタゴン

＊エディションボックス「sazukari hoshiboshi」について
　展覧会出展作品のうち、エディション 1枚ずつ 11作品分収録
　限定 2箱／価格未定
　ボックス制作／ citrus press 西尾彩

近松素子 Motoko Chicamatsu

神戸市生まれ　神戸市在住

1986 嵯峨美術短期大学ビジュアルデザイン科 卒業

1988 京都インターナショナル美術専門学校 絵画・版画コース 卒業

現在、自宅と兵庫県西宮市の銅版画工房アトリエ凹凸にて制作すると共に、

同工房併設の版画教室 銅版画講師

2000 第 50 回西宮市展 優秀賞

2007 あおもり国際版画トリエンナーレ 審査員奨励賞

2010 アフィニス・サウンド・レポート No.38( 財団法人アフィニス文化財団 ) 装画

2018 長野県 信濃追分文化磁場油やにてアーティストインレジデンス

2021 小学館 タブロイドマガジン『Advanced Time』vol.008 掲載

　　 仏・ジュエリーブランド ヴァン クリーフ & アーペル　夏の光をテーマに制作、作品提供

2022「知の旅人たちとの巡り会い」岸本忠三対談集（公益財団法人千里ライフサイエンス振興財団）装画 

主な個展

2023 パン・オ・スリール ( '18 '19 '20 '21 '22・東京 )

2022 ギャラリーアライ ( '16 '18 '20・西宮 )

2021 ギャラリー白 ( '90 '99 '00 '04 '07 '09 '11 '13 '15 '17 '19 大阪 )  

       O ギャラリー ('08 '10 '12 '14 '15 '16 '18 '20・東京 )

　　 ギャラリーヘプタゴン（京都）

2013 OLD BOOK & GALLERY SHIRASA ( '11 '12 神戸 )

他グループ展多数

昌幸堂ウェブサイト

citrus press ウェブサイト


